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施政方針の内容

平
成
十
六
年
度
の
町
政
の
進
む
方
向
を
決
め
る
、
第
一
回
町
議
会

定
例
会
が
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
十
二
日
ま
で
開
か
れ
、
十
六
年

度
の
一
般
会
計
予
算
な
ど
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日

に
は
、
沼
崎
喜
一
町
長
が
「
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
得
な
が
ら
、

協
働
で
き
る
新
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
全
身
全
霊
を
傾
注
す
る
覚

悟
で
す
」
と
第
七
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
の
五
つ
の
柱
を
基
本
に
、

本
年
度
の
基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
施
政
方
針
の
主

な
内
容
と
十
六
年
度
予
算
の
中
身
を
紹
介
し
ま
す
。

私
は
昨
年
二
月
五
日
に
開
催
し
た
町
議
会

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
山
田
町
の
合
併
問

題
に
つ
い
て
は
、「
自
立
の
道
」
を
選
ぶ
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
厳
し
い

行
財
政
の
環
境
の
中
で
自
立
の
道
が
険
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
乗
り
越
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
画

を
得
な
が
ら
、
協
働
で
き
る
新
し
い
町
づ
く

り
の
た
め
、
全
身
全
霊
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

町
政
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
で
す
が
、
世
界

規
模
で
の
異
常
気
象
が
目
立
つ
中
、
日
本
で

も
記
録
的
な
冷
夏
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の

影
響
や
、
三
陸
南
地
震
、
十
勝
沖
地
震
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
、
家
屋
、
水
産
物
な
ど
が

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

政
府
は
経
済
見
通
し
の
中
で
、
改
革
は
途み

ち

半な
か

ば
で
あ
り
「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」

「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」「
地
方
に

で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
理
念
の
下

に
、
構
造
改
革
を
一
体
的
か
つ
整
合
的
に
推

進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
本
町
の
情
勢
を
見

ま
す
と
、
水
産
業
は
デ
フ
レ
不
況
と
輸
入
水

産
物
の
圧
力
な
ど
か
ら
産
地
魚
価
が
低
落
を

続
け
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
は
農
産
物
の
輸
入
や

昨
年
の
冷
夏
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、
農
家
所

得
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
雇
用
情

勢
も
厳
し
さ
を
増
し
、
商
工
業
も
苦
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
畜
産
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会
で
優

秀
賞
や
全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
で
優
良
賞

を
受
賞
、
林
業
で
は
全
農
乾
椎
茸
品
評
会
で

二
名
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
全
国
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
主
要
事
業
の
推
進
状
況

で
す
が
、
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、「
山
田
道
路
」
ア
ク
セ
ス
道
に
接
続

す
る
細
浦
柳
沢
線
、
柳
沢
北
浜
線
の
一
部
が

完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
七
月
、
十
二
月
か
ら
使

用
開
始
し
て
い
ま
す
。
柳
沢
町
営
住
宅
建
替

事
業
は
、
二
棟
目
の
Ｂ
棟
二
十
一
戸
が
完
成

し
、
十
一
月
か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま
し
た
。

下
水
道
関
連
で
は
、
大
沢
袴
田
地
区
、
船
越

日
向
脇
、
岩
ヶ
沢
地
区
お
よ
び
海
蔵
寺
周
辺

な
ど
で
使
用
開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
歳
入
の
大
幅
な
減
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
歳
出
総
額
を
厳
し
く
抑
制
す
る
ほ

か
、
第
七
次
総
合
発
展
計
画
に
掲
げ
る
事
業

に
つ
い
て
は
行
政
改
革
推
進
本
部
で
の
見
直

し
を
受
け
、
最
優
先
で
施
策
の
実
現
に
向
け

て
差
し
迫
る
課
題
を
的
確
に
と
ら
え
、「
自

立
す
る
町
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
総
合
発
展
計

画
に
掲
げ
る
領
域
に
従
い
、
平
成
十
六
年
度

の
施
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
参
画
を
得
な
が
ら

協
働
の
町
づ
く
り
に
全
力

施政方針を述べる沼崎喜一町長

【３】

わ
が
国
の
景
気
は
、「
多
少
も
た
つ
く
面

も
あ
る
が
、
徐
々
に
持
ち
直
し
、
回
復
の
動

き
を
明
確
に
す
る
」
と
予
想
さ
れ
て
い
る
一

方
、
デ
フ
レ
を
克
服
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
経
済
の
活
力
を
引
き

出
す
た
め
、
創
意
工
夫
と
特
性
を
生
か
し
た

産
業
活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
、
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
は
、
漁
家
お
よ
び
漁
協
経

営
の
効
率
化
に
よ
る
事
業
管
理
費
の
削
減
、

Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
（
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
）
対
策
を

は
じ
め
と
す
る
食
品
の
安
全
性
向
上
、
流
通

ル
ー
ト
の
開
発
や
地
産
地
消
な
ど
に
よ
る
経

営
の
安
定
化
の
た
め
、
新
た
に
「
か
き
特
定

養
殖
共
済
」
掛
金
助
成
、
山
田
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
へ
の
運
営
費
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

漁
協
経
営
安
定
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

山
田
地
区
漁
業
協
同
組
合
合
併
研
究
会
へ
の

支
援
を
行
い
、
併
せ
て
漁
協
組
織
緊
急
再
編

対
策
事
業
利
子
補
給
事
業
な
ど
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
、
漁
協
経
営
の
財
務
改
善
支

援
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
被
害
を
受

け
た
若
布
養
殖
施
設
強
化
再
編
の
た
め
、
水

産
経
営
活
性
化
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

漁
業
後
継
者
の
育
成
は
、
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
新
年
度
か
ら
は
「
水
産
・
21
世
紀
会

議
」
の
実
績
を
踏
ま
え
、
漁
業
の
未
来
を
担

う
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
水
産
グ

ル
ー
プ
21
」
を
組
織
し
、
意
見
交
換
や
先
進

的
事
例
の
研
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
秋
サ

ケ
の
資
源
変
動
の
原
因
究
明
、
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
対

策
は
、
引
き
続
き
県
お
よ
び
関
係
機
関
へ
調

査
研
究
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
漁
港
、
漁

村
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
が
行
う
船
越
・

大
浦
・
大
沢
漁
港
の
整
備
事
業
の
促
進
に
よ

り
、
漁
港
の
着
実
な
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

大
沢
、
田
の
浜
、
織
笠
地
区
の
漁
業
集
落
環

境
整
備
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

農
業
は
、
本
年
十
一
月
か
ら
完
全
実
施
さ

れ
る
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
二
カ
年
継
続
で
堆

肥
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
を
実
施
し
、
今
年
二

月
末
に
管
理
運
営
に
当
た
る
「（
仮
称
）
農

事
組
合
法
人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
山
田
」
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
元
消
費
者
に
利

用
さ
れ
る
魅
力
あ
る
商
店
、
商
店
街
づ
く
り

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
商
工
会
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
各
種
助
成
事
業
や
融
資
制
度
の
利
用

促
進
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
の
商
工
会
事
業
へ

の
支
援
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
へ
の
支
援
な

ど
を
図
り
ま
す
。

観
光
は
、
夏
場
の
天
候
不
順
や
景
気
の
低

迷
に
よ
る
影
響
で
、
年
間
の
入
り
込
み
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ア
サ
リ
ま
つ
り

や
鮭
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る

誘
客
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
恒
例
の
行
事

と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
定
着
し
て
い
ま
す
。

山
田
の
魅
力
発
信
実
行
委
員
会
へ
の
支
援
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
グ
リ
ー
ン
（
ブ

ル
ー
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
体
験
型
観
光
の
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

雇
用
の
創
出
は
、
国
、
県
の
緊
急
雇
用
対

策
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

宮
古
公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
、
就
労
に

結
び
付
く
雇
用
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
「
宮
古
道
路
」

お
よ
び
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
「
宮
古
西
道
路
」

の
連
結
杭
設
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
宮

古
・
山
田
間
の
整
備
に
弾
み
が
付
く
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
釜
石
山
田
道
路
」

の
事
業
促
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
お

よ
び
関
係
機
関
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
県
道
は
、
一
般
県
道
宮
古
山
田
線
の

国
道
ま
で
の
改
良
、
主
要
地
方
道
重
茂
半
島

線
の
急
カ
ー
ブ
や
幅
員
の
拡
幅
な
ど
の
改
良

整
備
を
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
町
道
に

つ
い
て
は
、
県
代
行
事
業
の
織
笠
・
外
山
線

の
国
道
取
り
付
け
部
が
施
工
予
定
で
あ
り
、

全
線
完
成
の
見
込
み
で
す
。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
難
視
聴
地
域
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
北
浜
地
区
（
町
道
釜
谷
洞
冷
凍

線
沿
線
住
民
）
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
整

備
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
で
す
が
、
柳
沢
第
一
団
地

建
替
事
業
は
、
三
棟
目
の
Ｅ
棟
建
設
が
始
ま

り
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
十
七
年
度
ま
で
の

二
カ
年
の
継
続
事
業
で
四
階
建
て
一
棟
二
十

八
戸
を
整
備
し
ま
す
。
下
水
道
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
山
田
処
理
区
の
処
理
場
や
中

継
ポ
ン
プ
場
の
用
地
取
得
事
業
に
着
手
し
ま

す
。
使
用
開
始
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、
船
越

処
理
区
で
は
、「
ク
リ
エ
イ
ト
ピ
ュ
ア
ふ
な

こ
し
」
お
よ
び
前
須
賀
中
継
ポ
ン
プ
場
の
増

設
工
事
を
実
施
し
、
今
後
も
水
洗
化
の
普
及

促
進
に
努
め
ま
す
。
漁
業
集
落
排
水
処
理
事

業
は
、
大
沢
山
谷
、
船
越
浦
の
浜
地
区
で
使

用
開
始
す
る
予
定
で
す
。

快
適
環
境
の
生
活
基
盤
を
築
く

豊
か
な
生
活
を
育
む
自
然
・
環
境
を
つ
く
る
ま
ち

「
水
産
グ
ル
ー
プ
21
」を
組
織

情
報
化
社
会
に
適
応
し
、地
域
特
性
を
生
か
す
産
業
の
ま
ち
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